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流出抑制を考慮した流出計算例

1.降雨強度は,121.6mm/hrと する。

2.敷地全体の平均流出係数の計算

(例 :葛城地区)

加重面積

556.777
■ 敷地全体面積  =
■ 692.15    ≒

平均流出係数

0.8044・・。・B①

3.敷地内の浸透強度の計算

②  ■  敷地総面積
32.022044 ■ 692,15

4.基準値との比較

O.04626 m/hr
46.26 mm/hr

②

・…③

申請地
降雨強度
121.6  X

平均流出係数 ①  一
0.8044   -  46.26

浸透強度 ③
≒ 5¬ .56・ 中④

X

基準値 (葛城地区)※ 1
121.6  X  O.59

④
51.56

⑤
56.74

56.74・ E E(⊃

OK

可5

<
<

※1 単位浸透量及び基準値は,地区により異なりますので
別紙 雨水流出抑制計算資料を参考にしてください。

敷地全体面積 692.15 m

X

流出係数 加重面積

内

　

訳

建物面積 244.54 ポ 0.9 220.086

舗装面積 380。 26 m 0。85 323.221

緑地面積 67.35 m 0。2 13.47

m

浦

合 計 556.777

漫透 オ伍設 数 量

X

単 位漫透量 ※ 1

∬/hr

浸透 量

内

　

訳

漫透桝 20ケ所 0.591 11.82

380.26面 0.0194 7.377044

漫透トレンラ 45m 0.285 12.825

32.022044



流 出 係 数 の 標 準 値
流出係数
O.1～ O.3
0.05～ O.25
O.2～ 0.4
O.4～ O..6

工種別

間地

芝う樹木の多い公医

勾配の緩い山地

勾配の急な山地

流出係数

O.85～O.95
0,3～ O.9
O.75～ 0.85
1.O

工種別

屋根

道路

その他不透面
水面

雨水流出抑制計算資料

貯留 透施設諸元表 (浸透施設 )

※ 各々の数値の中間値を使用

地 区 別 平
平均流出係数

O.5
O.59
0.60
O.60
O.63

地   区
研究学園都市地区

葛城 (研究学園)地区

萱丸地区

島名地区

上河原崎地区

算 出 基 礎
121.6 X O.5 = 60.80
121.6 X O.59 - 15 = 56.74
121.6 X O.60 - 15 = 57.96
121.6 X O.60 - 15 = 57.96
121.6 X O.63 - 15 = 61.61

地 区 別 制
流出抑制 IE
60.80
56。 74
57.96
57.96
61.61

地   区
一Ｘ
一
一Ｘ
一

一Ｘ
一
一Ｘ
一

郡市地研究字

葛城 (D
萱丸地

島名地

浸透性舗装

O.0201 r下/h
O。 0186 耐/h

浸 透 量

O。 0194 m‐ノ/h
O.0194 阿下″/h

0.0191 耐/h

貯 留 量

レ ン

O.1625 爾
O.1625 m~
O.1625 m‐
O.1625 m・
0.1625 耐

浸 透 量
O。 235 阿下ノ/h
O.235 何下″/h
O.294 腐ヽフ/h
O.273 阿ゞノ/h
O.280 腐れ/h

貯 留 量
桝

O.115m‐
O.115m‐
O.115耐
O。 115市
O.115耐

浸 透 量

浸 i

O.591 rゞノ/h
0。 591 市/h
O.610 耐/h
O.566 阿下′/h
0.582 阿下′/h

一Ｘ
中

一Ｘ
一

都 市 地

】Ｘ
一:丸地

地   区

研究字 |

雇
再
Ｅ
一



直
流出係数

0 2

0.15
0 3
0_5

工 `臣 別尻 出 係 丁買

0 9
0.85
9.3
1.O

工 種 別

屋根

遁 路

その他不透ロ

水 面

雨水流出抑制計算資料

貯留 ※ 別 工 の 合別途計算

平 均 流 出 係 す寅

0 5

0 59
0 60
0 ('0
0 63

地   区
研
~九
字 口 郡 下 地 区

葛城 (研究学国)地区

萱 丸 地 区

島 名 地 区

上 河 l泉 崎 地 睦

ユ 出 ュ験 徒

121 6 X O_5 60 80
121 6 X O.59 15 = 56.74
121 6 X O.60 - 15 = 57_96
121.6 X O_60 - 刊5 = 57_96
121_6 X 0 63 刊5 = 61 61

元 出 抑 制 恒

60_80 mm/hr
う0. r4 mm/hr
57 96 mm/hr
57 96 mm/hr
61 61 mm/hr

ユ也 区

患 班 (研究 字 園 ,地区
萱 丸 地 区

呂 名 地 区

上 河 l良喬 J"区

透 ■

201 m/h

194 m/h

,191 m/h0_(

0.0194 m/h

0_可 625 面

F留 こ

0_1625 m

0 1625 m

0.1625 面

O.1625 m‐

漫 透 童

0 273 mン/hr
0 294 m/hr

0 285 m/hr
0 285 面/hr

0 230 m/hr

0 115 市

O_115 面

O.115 面

桝

0 可刊5 m

l【F留 重

0.1可 5 m

0 566 面/hr

0 591 面/hr

】受  E

焉 盃 哲

υ もg tt m/hr

061()m/hr

0 0【3Z m/hr

電 城 (研究 宇 回 )地区
研 ■
~手
国 君h而地 区

I河 原 崎 地 区

まIユ伸区

島 名 地 区

地   区

90 X 0 60 = 54 00
121 6 X 0 60 = 72 96
112 5 X O.55 = 61 37

西蔀
=葉
団地

1.流出係数  0.65
2降雨強度

I

4500
t+ 30 t tl     ■

I

60 + V
6111111
7222222
8333333
9,444444

(tl =5min V=1 5m/sec)
12462
120.90

11739
11408

100m
200m
300m
400m

t= I=

14_00 mm/hr

1 88 mm/hr

テクノ′ヽ―ク桜
更 壬 合

北 部 工 薬 団 地



基準貯留浸透施設の貯留浸透量

原則と/30確率降雨 (流出係数60%)に対して、設置数量も考慮し、適切な貯留漫透量を設定す

る。結果を以降にまとめる。

(1) 基準貯留漫透施設の基本構造イメージ
土地利用を考慮した基準貯留浸透施設の基本構造イメージを表―争10■ にまとめる。なお、設

定単位貯留量の算定につnては、P4と22～P4-451こ参照する。

輩留浸透施設諸元表 (浸透施設)

漫透施設

漫透 トレンチ 透水性舗装

φeso

1

230

性 ,00

深梼1400X300)
逮路とT水道
o共有施設

600

700・

表層 3cm

砕石10cm

砂  Sc障

歩逮部&歩専道

漫透彬1個あたり 漫透 トレンチlmあたり(桝分含) 透水性舗裟lm2ぁたり

距卜W*H 0.許Ct狩α 6

地区名 浸透量 貯留二

務 城 0.591m3/h 0,115m3

童 丸 Ot S10m3/h α llS耐

島 名 0.S66m3/h α llSm3

上河原崎 0.582m3/h 0▼ 115ma

1個あたり
深さ0.7地区名

漫透量 貯留量

葛 _城 α285Я,3/h 0,1623ma

童 丸 0.29輸 3/h 0,162S囮 3
・
島.i名 0.273m3/h 0,162Sr、a

上河原晴 0.2301n3/h 儀 IS23n3

fЫレ

地区名 漫透量

富 城 0。 0194融3/h

童 丸 0`0201m3/れ

島 名 0,0186n3/h

上河原博 α0191m9/h

fm2

◇3haで確保すべき漫透量 (4地区共通)
(宅内面積)学 lS闘/h― (前面適欝トレ`プ子分〕
⇒ 浸透量420m3/h(貯冨相当量2と Om3〕

注)漫透量確保が困難な場合は、貯留施設で不足分を縮う。

戸建住宅の場合 (※造路率 15%→遵路延長 :750m)

・道路両側にトレンチを設置。       ・
全体計画では、濠透桝 (約 100戸 )は別集計の浅、トレ冴分のみ計上。
(参考》集合住宅の場合は、公園等10.2h2)に 地下式貯留施設を設置。
●地下式 :(峰ω34mX(横)34■ Xl犀 )lt Sm
・浜透量→165確3/h/3ha  n貯留量→520m773ha
注)更なる浸水防上のため、地表に高き30oH以内のオ汗1卜貯留施設を
合わせて造る。

250m

前面道躊

計画全宅

120∫E

メージの

じ口下

トレンテ 1,250m トレンチ lf 21 0m トレンチ 1,320n トレンチ 11280m

11 {18n3/h 1 119m3/h
葛
城

貯留最 64硝

童
丸

貯留量 62m3

島

名

貯留盆 67m3

上
河
原
崎
貯留量 65n3

浸透量 :5589/h

貯営量 :170me

lha

lhaあたり

た

以上 〕



宅 内浸 透 桝

350

一

m

0.6 m

比浸透量  =  5.88598

K=a*‖ *H+b*H tt c

に入力 (単位 :m)

(=1.0690*0.6*0.6+6.3059*0.6+1.7176)
= 5.88598

1.0690

6.3059

1.7176

W

ｍ
　
ｍ

一　一　　　　　　一　一

Ｈ

Ｗ

(比浸透量 )

a = 0。 120W + O.985  (=0.120*0.7+0.985)
b = 7.337VV + 0.820   (=7.337*0,7+0,820)
c = 2.858Ⅵy _ 0.283   (=2.858*0.7-0.283)

浸 透 量  =比 浸透量 *影 響係数 *飽 和透水係数

一一　

一一　

〓

浸透量
0,591

0。591

0。610
0,567

0.582

飽 和透水係 数

0。 124
0。 124

0。 128
0。 119
0。 122

影響係数

地下水位 0.9
目詰まり 0。 9

0。  9*01 9
0.81

0。7

比浸透量

5.88598

研究学園都市地区

葛城地区

萱丸地区

島名・福田坪地区

上河原崎地区
0.6

0.7



0.7

0。 7

W
H

K=aH tt b

ｍ
　
ｍ

b

3.093

1.34*VV+0.677

3.093

1.615

3.7801

一　一　　　　　　一　一　　　　　　一　一

ａ
ｂ

Ｋ
H

のみ入力 (単位 :m)

0.7
m

+1 =2

W=
m

2 が 3

浸透量

0.285

0.285

0.294

0。 273
0.280

α =

0。 75

0.124

0.124

0.128

0.119

0.122

0.31

K=
3.7801

2面浸透の場合
H*H/2+W*H
H*H+W*H

P2 / Pl

0.98

0.735

0.75

Pl
P2
α  =

浸透量

0.380

0.380

0.392

0.364

0.374

補正係数

Pl=
1

0.124

0.119

0.122

0.124

0.1280.817801

|

Ｋ

３

一Ｘ
一

一Ｘ
一

H*H+W*HPl=



表…2(1) 比浸透量 (K)の算定

注.透水性舗装は、目詰まり等による機能低下が著 しいため、貯留量 (歩道 20mm、 駐車場 50mm)で 評価する

表-2(2) 比浸透量 (K)の算定

施設 透水性舗

装浸透池

浸透側溝及

び浸透 トレ

ンチ

円筒ます

浸透面 底面 側面及び底

面

側面及び底面 底面

模式図

噺

早

算定式
の適用

範囲の

目安

再史計

水頭

H≦ 1.5n H≦ 1.5m H≦ 1.5m H≦ 1.5m

施設

規模

底面積が約

400m2以 上

W≦ 1.5m 0.2m≦ D≦ lm lmく D≦ 10m 0.3m≦ D≦ lm lm<D≦ 10m

基本式 K=an+b
H:設 計水頭
(m)

K=a Htt b

H:設 計水頭 (m)
W:施 設幅 (m)

K=aH?■ bH+c
H:設 計水頭 (m)
D:施設直径 (m)

K=aH+b
Hi設 計水頭 (m)
D:施 設直径 (m)

係 数 0 014 3 093 0 475D+0 945 ・ 6 2440+2 853 1497D-0100 2556D-2.052

b 1.287 1 34ヽl+0 677 6 070+1 01 0 93D:■ 1 606D-0 77C 1 13D?+0 638D―‐0 011 0 924Dゼ キ0 993D―-0 087

2 570D― -0 188

l府 考 比凝透 量は単

位面債当た り

の値

比浸透 量は単位

長さ当たりの値

施設 正方形ます 矩形のます

浸透面 側面及び底面 底面 側面及び底

面

模 式図

算定式
の適用

争乞囲の

目安

設計

水頭

H≦ l.5m 約 1.5m

施設

規模

W≦ lm inくW≦ 10m 10m<W≦ 80m W≦ lm lmく W≦ 10m 10mく Wこ≦80m L≦ 200m、

W≦ 4m

基本式 К=aHツ キb卜1・ c

H:設 計水頭 (m)
W:施 設幅 (m)

K=aHキ b
:設 計水頭 (m)
Wi施 設幅 (m)

K=aH■ b
H:設 計水頭 (m)
し:施言央延長 (m)

Wi施設幅 (m)
係 数 0 121)Wi0 9S5 -0 4531Vど ,S 2891▼‐

O F53

0 71711‐ 21 355 1676W-013亨 -0 20411!一 〕 !66(
-1936

1 265,V-15 670 3 也97し , (1 971T

・4 663,

lぅ 7 =:)711‐ n 82 1 15B(‐ 1 27ヽl!
‐
0 :〕 62

1 ど4311.… 1 29う lV

-7 619
1 1961Vr_O F,711ヤ

ー0015
1 :〕 ■5W・・ 0 716(
‐
0_】 31

1 259W:‐ ど う3 6il
‐3 13

(1 101T-0631) と
-11211(― o331'

を BうユW一 け383

備 考



施設 大型貯留槽 (既製品に適用可能 )

浸透面 側面及び底面

模式図

P
ι

算定式の

適用範囲
の目安

設計

水頭

lm≦ H≦ 5m

施設

規模

W=5▼n W=10m W=20m W=30m lV=40m W=50m

基本式 K= (aH+b) し
H:設 計水頭 (m)、 L:長 辺長 さ (■ )、 W:施 設幅 (m)

係 数 8,83X~°  161 7 88X~° (・ 6 7.06X~。 152 6 43X~。 (11 5,97X~り 110 5,62X~° 〔:Z

b 7 03 14,00 27 06 39.75 52 25 64.68

備 考 Xは幅 (V)に 対する長辺長さ (L)の倍率名示す。X=L/W
Xの 適用範囲は 1～ 5倍の間とする。
ブレキャス ト式雨水地下貯留施設の構造に適した評価式である。

表…2(3) 比浸透量 (K)の 算定

表-2(4) 比浸透量 (K)の算定

注)施設幅 (‖)が 上記施設幅の間にくる場合、例えば W=7.5mの よ'う なケースでは、Wi5mと W=10mの計算を行い、
施設幅 (V)に 対 し、比例配分して比浸透豊 (K)を 求 7)る 。

施設 大型貯留槽 ( 品に適用可能 )

浸透面 底面

模式図

,

||||

算定式の

適用範囲
の目安

設計

水頭

lm≦ H≦ 5m

施設

規模

lV=5m ‖=10m W=20m W=30m Wi40m Wi50m

基本式 K= (a Htt b) と           、

設計水頭 (m)、 L:長 辺長 さ (m)、 T:施 設幅 (m)H

係 数 1 94X~° I″男 2.29X~り ,97 2.37X~n t‖
x

彦i17X~。 1`4 1 96X~`〕
う`1 1.76X=1)｀

1'9

b 7.57 13 84 26.36 38.79 51.16 63 50

備考 Xは 幅 (W)に 対十る長辺長さ (L)の倍率を示す。 X=と /W
Xの適用雀囲は 1～ 5倍 の間 とする。
ブレキャス ト式雨水地下貯留施設の構造に適 した評価式である ,



施 設 大型貯留槽 (既製品に適用可能 )

浸透面 側面及び底面

模式図

″
ι

|・ ||

算定式の

適用範囲
の目安

設計

水頭

lm≦ H≦ 5m

施設

規模

W=5m W=10m W=20m W=30m Wi40m W=50m

基本式 K=(aH+b)と
H:設 計水頭 (m)、 し,長辺長 さ (m)、 Y:施 設幅 (m)

係 数 8 83X~0 16t 7 88X~O t16 7.06X~0152 6 43X~° ili 5.97X~°  110 5 62X~011?

b 7 03 14 00 27 06 39 75 52 25 64 68

備 考 Xは幅 (W)に 対する長辺長さ (L)の倍率名示す。 X=L/W
Xの適用範囲は 1～ 5倍の間 とする,
ブレキャス ト式雨水地下貯留施 r戌の構造に適 した評価式である。

表-2(3) 比浸透量 (K)の 算定

表-2(4)比 浸透量 (K)の 算定

注)施 R=史幅 (W)が 上記施設幅の間にくる場ロヘ、例えば W=75mの 主̀う なケースでは、Wi5mと W=[Omの 計算を行い
施設幅 (W)に 対 し、比例配分して比浸透量 (K)を 求 7)る 3

施設 大型貯留槽 (既製品に適用可能 )

面 底面

模式図

″

||||

算定式の

適用範囲
の目安

設計

水頭

lm≦ H≦ 5m

施設

規模

lV=5m lll=10m W=20m Wi30m W=40m lVi50m

基本式 K= (a Htt b)L

H:設 計水頭 (m)、 L:長 辺長 さ (m)、 ‖:施 設幅 (m)
係 数 1 94X~。 12H 2.29X~Ⅲ l。 7 2.37Xい ° 1｀い Zi 17X~°

l`H 1 96X~° Sil 1 76X~(〕
｀
'9

b 7 57 13.84 26.36 38,79 51.16 63.50

備 考 XI土 幅 (()に 対十る長辺民さ (し )l′〉倍率を示す.X=L/W
Xの l芭 用範囲は 1～ 5倍 の問 をするコ
プレキャス ト式雨水地下貯留施設の構造に適 した評価式である ,



[地区別参考数値]

O平均流出係数
。葛城地区=0。 59 萱丸地区〒0。 60 島名地区 =0。 60 上河原崎 =0,63

・ ・ 。P,3-3

○平均飽和透水係数
・葛城地区=0。 124m/h

・島名地区=0。 ■9m/h

萱丸地区=0。 128m/h

上河原崎 =0。 122m/h

O放流比流量
・0.564m3/s/ha

。 ・ 。P。 4-4

。 ・ ・ P。 3-4

(参考文献)

「TX沿線地区 (つくば市域)

雨水貯留浸透基本計画書」 ・
平成 19年 3月

社団法人 雨水貯留浸透技術協会
より
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